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シリーズ　もばらの治水治水　～水害のない街を目指して～

問合せ　�茂原市水害のない街づくりプロジェクト・チーム（土木建設課内）�
☎（20）1536　 （20）1605

　近年、異常な降雨による水害が全国的に発生しており、茂原市でもこれまで度重なる水害を受
けております。従来降った雨は、川に流して海へたどりつくという概念でしたが、近年の相次ぐ
台風や集中豪雨に対応するには、川へ流すだけでは処理が不可能であるとされてきており、流域
全体の中で処理し、浸水被害を軽減していく考えになっております。本市においても雨水を溜め
るのか、いち早く川に流すのかを場所によって対策する必要があり、また川に流す際にも水位が
高い状態では吐き出すことが困難なため、川の流量ピークを下げ、一気に増水しないように田ん
ぼダムなどの流域治水対策も必要です。
　現在、県の検証会議の結果を基に新たな方策を得るべく検討業務を進めておりますので、こう
した流域のいろいろな環境を考慮し関係者に協力していただきながら「水害のない街づくり」を
目指してまいります。
� 茂原市長　市原　淳

第１回会議を開催（令和6年12月6日）
■市長訓示
　これまでも度重なる水害を受けて市民の皆さまの思いはさまざ
まあると思います。各部署において、それぞれの立場でこれまで
も対策を講じてきましたが、よりスピーディーに動くためにも横
断的な情報共有が必要となります。また、広報もばらなどの媒体
を通じて、市民の皆さまに情報発信することにより、現在、市は
何を行っているのか知っていただき、市民の皆さまと情報共有し
て、ご意見やご要望を今後の政策に生かしていくことが重要です。
■会議内容
・広報もばらにシリーズで掲載（2月1日号から隔月予定）
・今後のスケジュール（第2回会議 4月11日、第3回会議 8月下旬）
・ワーキンググループ設置

※次回の掲載は、4月15日号を予定しています。

「茂原市水害のない街づくりプロジェクト・チーム」を設置
　茂原市では、庁内関係部局の情報共有と連携を図り「水害のない街づくり」を推進するため、
令和6年12月1日に組織横断的な「茂原市水害のない街づくりプロジェクト・チーム」を設置
しました。
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現
在
、
令
和
７
年
度
予
算
編
成

を
行
っ
て
お
り
、
少
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も
市
民

サ
ー
ビ
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に
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実
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し
て
い
き
た
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え
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お
り
ま
す
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新
し
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と
し
て
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企
業
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け
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用
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保
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よ
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設
置
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め
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備
や
、
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の
推
進
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ま

た
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保
育
の
充
実
に
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け
た
予

算
な
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を
予
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し
て
お
り
ま
す
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産
業
用
地
の
確
保
に
関
し
ま
し

て
は
、
新
た
な
企
業
等
か
ら
市
内

へ
の
進
出
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
が
現
在
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

既
存
の
工
業
団
地
に
空
き
区
画
は

無
く
、
現
在
本
市
と
し
て
提
供
で

き
る
用
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
圏
央

道
の
県
内
区
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全
線
開
通
や
成
田
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港
の
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能
強
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が
進
め
ら
れ
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中
、
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の
よ
う
な
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え
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た
め
、
ま
た
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致
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用
先
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税
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ア
ッ
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の
プ
ラ
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の
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果
も
十
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に
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待

で
き
る
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と
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新
た
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業

用
地
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整
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を
早
急
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進
め
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い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
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関
し
ま
し
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と
し
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し
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を
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え
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な

ど
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
候
補
地
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選

定
等
の
検
討
を
行
う
基
本
構
想
の

策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
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ま
た
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語
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育
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な
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進
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検
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公
費

負
担
す
る
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け
た
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と
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え
て
お
り
ま
す
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子
ど
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た
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英
語
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こ
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ロ
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人
材

育
成
の
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め
に
も
不
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で
す
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子
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も
た
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安
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ご
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き
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と
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お
り
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夏
休
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中
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実
施
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設
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充
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ど
、
待

機
児
童
解
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取
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組
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し
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ま
す
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こ
れ
ら
の
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に
係
る
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
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７
年
３
月

定
例
会
に
令
和
７
年
度
当
初
予
算

（
案
）
と
し
て
議
案
を
提
出
す
る

予
定
で
す
。
定
例
会
に
お
い
て
議

決
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に

事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

も
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
明
る
く

前
に
進
め
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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「今月の1枚」

茂原市長　市
いち
原
はら
　淳
あつし
　

問合せ　秘書広報課（3階）　☎（20）1512　 （20）1601

茂原市公式�
　　Instagram�
� はじめました！
観光や産業、風景や景観など市の魅力を発信します。

＃もばらフォト�＃もばらいん�をつけて投稿して
茂原市の魅力をみんなで共有しませんか？

mobara_city
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友だち 
募集中！

税の申告は、税の申告は、
早めに、正しく！早めに、正しく！

問合せ
・茂原税務署
　〒297-8501　茂原市高師台1-5-1	 ☎（22）2166
・市民税課（2階）
　〒297-8511　茂原市道表１	 ☎（20）1577　 （20）1609

申告に関するお願い
可能な限り電子申告（e-Tax）での提出にご協力ください。
・ 確定申告書は、ご自宅のパソコンやスマートフォンを利用して国税庁ホームページの「確定申告書等

作成コーナー」から電子申告（e-Tax）で提出できます。印刷して郵送（東京国税局業務センター千
葉西分室宛て）することもできます。

・ 市民税・県民税の申告書は、返信用封筒を同封し1月30日㊍に発送予定です。可能な限り郵送による
申告にご協力ください。

※昨年中に市民税・県民税の申告書を提出されている方へ発送する予定です。

来場する際のお願い
・ 発熱がある場合や体調がすぐれない場合は、来場をお控えください。
・ 医療費控除の明細書、農業・不動産・事業所得の収支内訳書などは、事前に作成してから来場してく

ださい。

申告会場開設期間▶2月17日㊊～ 3月17日㊊（土日・休日を除く）
申告会場 申告の種類 受付時間等

茂原税務署2階会議
室

所得税および復興特別所得税の
確定申告

8時30分～ 16時
※申告書の提出は17時まで
※入場整理券を配布する予定です。

市役所市民室

・ 市民税・県民税の申告
・ 所得税および復興特別所得税

の確定申告

8時30分～ 16時 ※ 申告相談は17時まで
※ 整理券の予約や事前

配布は行いません。
※ 混雑状況により受付

を早めに終了する場
合があります。

本納公民館
2階ふれあいロビー

8時30分～ 11時、
13時～ 16時
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市では、広報紙の送付を希望する方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　 （20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
日　
４
月
23
日
㊌

◆
提
出
先
・
期
限

　

３
月
17
日
㊊
ま
で
に
茂
原
税
務

署
ま
た
は
金
融
機
関
へ
提
出

※	

口
座
振
替
以
外
の
納
付
期
限
は

３
月
17
日
㊊
で
す
。

青
色
申
告
会
に
よ
る
税
務
相
談

◆
期
間

　

２
月
12
日
㊌
～
３
月
14
日
㊎

　

９
時
～
15
時

※
土
日
・
休
日
を
除
く

※
完
全
予
約
制

◆
場
所　
茂
原
青
色
申
告
会
館

問
合
せ

茂
原
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会

☎
�
１
２
７
３

市民税・県民税申告の対象者（例）
今年の1月1日現在市内に居住し、次に該当する方
・�給与所得者で会社から市役所へ給与支払報告書が提出されていない方
・�事業所得者などで所得税および復興特別所得税がかからない方
・�給与等の支払いを受けていて、他の所得金額の合計額が20万円以下の方
・�扶養になっている方で、パートや内職などの収入がある方
・�公的年金等の収入金額が400万円以下で、他の所得金額の合計額が20万円以下の方、または扶養な
どの各種控除の申告が必要な方
※�収入のない方でも、国民健康保険税や後期高齢者医療制度の保険料の軽減措置、税関係証明書の発
行、各種福祉関係の所得判定などの基礎資料となるため、必ず申告してください。

確定申告の対象者（例）
・�個人事業主としての収入がある方（保険の外交員など）
・�家賃や地代などの不動産収入がある方
・�給与所得者で
　①�給与収入が2千万円を超える方
　②�給与所得、退職所得以外の所得金額の合計額が20
万円を超える方

　③�給与を2カ所以上からもらっている方
　④�会社を退職したことにより、年末調整を行っていな
い方

　⑤�年末調整に含まれていない各種控除を追加する方
・�公的年金等の収入金額が400万円を超える方、または
400万円以下であっても、他の所得金額の合計額が
20万円を超える方
・�住宅借入金等特別控除を受ける方（新築1年目など）
・�医療費控除を受ける方（領収書の添付または提示によ
る医療費控除の申告はできません。「医療費控除の明
細書」の作成が必要です）

市役所・本納公民館で受付できないもの
・�青色申告　・住宅借入金等特別控除　・災害などによる雑損控除　
・�公共事業以外の土地・建物の譲渡　・株式などの譲渡　・贈与税・相続税の申告　
・�消費税の申告　・過年分（令和5年分以前）の確定申告　・その他複雑な申告相談

便利で簡単！国税庁ホームページから

確定申告書を作成
	 および 提出 できます

e-Taxを利用するとこんなにいいこと！
〇添付書類の提出省略
〇還付がスピーディー
〇24時間受付可能
詳しくは、国税庁ホームページをご覧
ください。

国税庁 申告

e-Tax
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「障害者控除対象者認定書」を交付しています
　市では、障害者手帳等の交付を受けていない方であっても、一定の条件を満たす方に対し、障害者
に準ずるものとして市長が認定する「障害者控除対象者認定書」を交付しています。
　この認定書により、所得税の確定申告や住民税の申告の際、障害者控除の適用を受けることができ
ます。

◆対 象　�次の要件を全て満たす方
　　　　　　・�65歳以上の方
　　　　　　・�令和6年12月31日現在、要介護（要支援）と認定され、�

認知症または身体の障害が一定の基準に該当する方
　　　　　　※�介護保険の認定調査資料等を基に審査します。
◆申請方法　�介護保険被保険者証をお持ちのうえ、高齢者支援課へ申請

書を提出してください。
◆手 数 料　�１通�300円

※障害者手帳等をお持ちの方、所得税や住民税が非課税の方は、申請する必要はありません。

問合せ　高齢者支援課（２階）　☎（20）1572　 （20）1610

①�本人確認書類�
（AまたはBのいずれか）

Ａ　マイナンバーカード（個人番号カード）
　　通知カード、住民票の写し（個人番号の記載があるもの）などから1点
Ｂ　　　　　　　　　　　　　　 ＋
　　運転免許証、健康保険証、パスポートなどから1点

②収入を証明するもの

・�源泉徴収票（給与、公的年金等）
・�営業等、農業、不動産の収入があった方は、収入と必要経費が分かる
書類や帳簿、領収書など
　※あらかじめ収入と各経費を計算しておいてください。
・�支払調書（配当、原稿料等）
・�株式等の年間取引報告書

③控除を証明するもの

・�国民年金保険料の控除証明書
・�国民健康保険税、後期高齢者医療制度の保険料、介護保険料の領収書
や口座振替納付済通知（令和6年中に支払ったもの）
・�生命保険料、地震保険料の控除証明書、障害者手帳　など

④その他 ・�本人名義の通帳（銀行名・支店名・口座番号が分かるもの）
・�筆記用具、計算機　など

申告に必要なもの

税の申告は、税の申告は、
　早めに、正しく！　早めに、正しく！
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子宮頸
けい

がん予防ワクチン接種はお早めに！！
　
　子宮頸がんは子宮の入り口部分にできるがんで、原因のほとんどは、
HPV（ヒトパピローマウイルス）の感染によるものです。
　子宮頸がんは、婦人科領域のがんの中で乳がんに次いで多く、日本では
年間約11,000人がかかり、そのうち約2,900人が亡くなっています。

キャッチアップ接種（無料）
　定期接種の積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方へ、改め
て接種の機会を提供しています。
◆対 象　 平成９年度～平成19年度生まれの女性で、子宮頸がん予防ワクチンの接種を３回完了し

ていない方
◆接種期間　令和4年4月1日～令和7年３月31日

�キャッチアップ接種期間終了後の取り扱い�
接種期間終了後も公費で３回の接種を完了できるよう経過措置期間を設けます。

◆経過措置対象　 次の要件を全て満たす方
　　　　　　　　・ キャッチアップ接種の対象者または定期接種の最終年度である高校1年相当の方

（平成20年度生まれの女性）
　　　　　　　　・令和4年4月1日～令和7年3月31日までに１回以上接種している方
◆経過措置期間　令和7年4月1日～令和8年３月31日

 予診票の配付方法
　対象の方には既に予診票を送付しています。お手元にない場合は、健康管理課へお問い合わせください。

問合せ　健康管理課（2階）　☎（20）1574　 （20）1600

茂原市自転車駐車場をご利用ください！
　茂原市自転車駐車場は、茂原駅周辺に4カ所、新茂原駅前に3カ所あり、指定管理者の「茂原市シ
ルバー人材センター」により管理・運営が行われています。一時使用は自動券売機により24時間使
用でき、Suica等の交通系ICカードでの決済も可能です。また、1カ月単位での定期使用も可能です。
　なお、本納駅付近には無料で利用できる本納駅臨時駐輪場があります。詳しくは都市計画課ウェブ
ページをご覧ください。

問合せ　�（公社）茂原市シルバー人材センター　☎（25）4140�
都市計画課（8階）　☎（20）1546　 （20）1606

▲茂原市自転車駐車場 ▲本納駅臨時駐輪場
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ホームヘルパー再就職☆応援セミナー 2025
～あなたの資格、活かしませんか？～

　ホームヘルパーは、介護を必要とする方の自宅での生活を支える大切なお仕事です。未経験者、ブ
ランクがある方、シルバー世代の方などどなたでも気軽にご参加ください。

◆日時　3月6日㊍　10時～ 12時
◆場所　総合市民センター　3階講座室
◆内容　 ・ホームヘルパー今昔　～今ドキ☆ホームヘルパーの働き方～ 

・座談会　～現役ヘルパーたちのホンネ～ 
待遇や収入など、さまざまな疑問にお答えします！

※申込不要、入退出自由、資料だけほしい方の参加も可

問合せ　茂原市社会福祉協議会　☎（23）1969　 （23）6538

ちょいとサポーター養成講座を開催します
　市では、介護予防・日常生活支援総合事業として、要支援の方を対象に掃除やごみ出しなどを行
う生活支援訪問サービスを実施しています。
　「ちょいとサポーター養成講座」を受講して、サービスを提供する担い手になりませんか？

◆日 時　 3月10日㊊　10時～ 15時30分 
3月11日㊋　13時30分～ 15時30分

◆場 所　市役所5階502会議室
◆対 象　市内在住者（両日参加できる方に限る）
◆定 員　20人
◆受講料　無料
◆申 込　2月21日㊎までに電話にて
　詳しくは高齢者支援課ウェブページをご覧ください。

申込み・問合せ　高齢者支援課地域包括支援室（２階）　☎（20）1583　 （20）1610

ストラップ型ヘルプマークを配布しています
　障害等により支援や配慮を必要としていることを、周囲の人に伝えることができ
るヘルプマークを配布しています。
◆対 象　 支援や配慮を必要としていることが外見からは分かりづらく、援助等

が必要なことを周囲の人に知ってもらいたい方
　　　　　　※障害者手帳の所持は要件ではありません。
◆配布方法　 障害福祉課、本納支所、保健センター、茂原市社会福祉協議会にて、

原則1人1個配布
　　　　　　※配布の際に、アンケートにご協力をお願いします。

問合せ　障害福祉課（2階）　☎（20）1666　 （20）1610
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「茂原市子ども・子育て審議会」の市民委員を募集します！
　市では、子ども・子育て支援施策の推進に関する事項を審議する「茂原市子ども・子育て審議会」を
設置しています。同審議会に、学識経験者や子ども・子育て支援に携わる関係団体の方などと一緒に参
加する市民委員(子育て当事者)を募集します。
　
◆募 集 人 数　 若干名
◆応 募 資 格　 次の要件を全て満たす方 

・市内在住で18歳以下の子どもを持つ保護者 
・子ども・子育て施策に関心を持ち、積極的に意見をいただける方 
・平日の日中会議に出席できる方

◆任 期　 2年（令和7年4月1日～令和9年3月31日）
◆会議の開催　 年3回程度(1回当たり約2時間)
◆報 酬　 会議1回につき7,200円(源泉徴収あり)
◆応 募 方 法　 応募用紙、作文を子育て支援課へ持参または郵送 

※必要書類は、子育て支援課または同課ウェブページから入手
◆作文テーマ　 私の思う茂原市の子育て支援(600字程度)
◆応 募 期 間　 2月3日㊊～ 28日㊎（必着）
◆選 考 方 法　 公募委員選考委員会による応募用紙および作文の書類審査 

※選考結果は、応募者全員に通知します。

申込み・問合せ　�〒297-8511　茂原市道表1　子育て支援課（8階）�
☎（20）1573　 （20）1606

スポーツ推進委員を募集しています！
　スポーツ推進委員は、スポーツ基本法に基づき市が委嘱する非常勤公務員です。多くの市民が生涯に
わたりスポーツに親しみ、健康で明るく豊かな生活を送ることができるようにするため、スポーツイベ
ントの企画・運営などの幅広い活動を行っています。
　茂原市をスポーツで盛り上げるため、スポーツ推進委員をやってみませんか？

◆対 象　 18歳以上で、スポーツ推進や地域貢献に熱意・関心がある方 
※指導資格等は必要ありません。

◆任 期　2年（以降2年ごとに更新）
◆報 酬　 市の規定により支給 

※市および教育委員会の事業に従事した場合
◆活動内容　 ・定例会議への出席（年5回程度） 

・指導力向上のための研修への参加 
・各種スポーツイベントの企画運営 
・スポーツの実技指導、助言

◆応募方法　応募用紙を体育課へ提出（後日面談を行います）
　　　　　　※応募用紙は、体育課または同課ウェブページから入手

申込み・問合せ　�〒297-8511　茂原市道表1　体育課（9階）�
taiiku@city.mobara.chiba.jp　☎（20）1575　 （20）1607
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茂原市奨学資金のご案内
　市では、経済的理由により修学が困難な方に、無利子で奨学資金の貸し付けを行っています。

対象要件

・保護者が、申請日の1年以上前から市内に住所を有する方
・経済的理由により修学が困難である方
・条件を満たす連帯保証人を2人立てられる方
・学術優良かつ健康な方
・次の学校（学校種別）に入学が決定し、または在学している方

学校種別
・大学（短期大学含む、大学院を除く）
・高等専門学校（第4学年および第5学年）
・専修学校（専門課程）

奨学資金貸付限度額
・修 学 費（月 額）　 5万円以内
・就学支度費（入学時のみ）　15万円以内
※貸付人数等により希望額に沿えない場合があります。

申請書類配布期間・場所 ２月3日㊊～３月5日㊌・教育総務課または同課ウェブページから入手
申請期間・場所 ３月6日㊍～ 21日㊎・教育総務課

　詳しくは、教育総務課ウェブページをご覧ください。

問合せ　教育総務課（９階）　☎（20）1557　 （20）1607

ルールを守って電動キックボードに乗りましょう！
　一定の要件を満たす電動キックボード等は、特定小型原動機付自転車としてのルールが適用され
ています。公道を走行する前に確認して必要な手続きを行い、正しく安全に乗りましょう。

特定小型原動機付自転車とは 主な交通ルール
・最高速度20㎞ /h以下 ・車道通行の原則　・二段階右折
・定格出力0.6kw以下の電動機（モーター） ・16歳未満の運転禁止　・飲酒運転禁止
・車体の長さ1.9m以下、幅0.6m以下 ・スマートフォン等を使用しながらの運転禁止
などの要件を満たす原動機付自転車 ・乗車用のヘルメットの着用（努力義務）　など

電動キックボードに乗るには
・保安基準への適合が必要です
※ 基準を満たしていない場合は

公道を走れません。
※ 基準適合を確認したものは性

能等確認済みシールが貼られ
ます。

・ナンバープレートが必要です
※ 所有者は、市民税課または本納支所で軽自動車税の申告と標識交付の申請をして、ナンバープレー

トを取り付けてください。
・自賠責保険（共済）への加入が義務付けられています

問合せ　市民税課（2階）　☎（20）1577　 （20）1609
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市の組織を一部改正します
　市では、市民サービスの向上と業務の効率化を図るため、令和7年4月1日より次のとおり組織を一部
改正します。

総合企画部と財務部の新設
総務部 総務課

➡
総合企画部 総務課

秘書広報課 企画政策課
職員課 秘書広報課
管財課 職員課
防災対策課 防災対策課

企画財政部 企画政策課 財務部 管財課
財政課 財政課
市民税課 市民税課
資産税課 資産税課
収税課 収税課

　総務部を「総合企画部」、企画財政部を「財務部」に改め、企画政策課を「総合企画部」に、管財課を「財
務部」にそれぞれ移管し、複雑多様化する時代に即した施策の検討・調整をより迅速かつ柔軟に行うこ
とができる体制を整えるとともに、財政基盤の一層の強化を図ります。

企画政策課政策戦略担当の配置
　新たに「政策戦略担当」を配置し、地域の活性化に資する施策の企画立案機能の強化を図ります。

土木建設課流域治水対策室の新設
　「河川整備係」を「流域治水対策室」に格上げすることで、浸水対策の一体的な取り組みを推進し、「水
害のない街づくりプロジェクト・チーム」を所管します。

農政課農業集落排水係の新設
　「基盤整備係」を「基盤整備係」と「農業集落排水係」に分けることにより、田んぼダムの着実な推
進を図るとともに、農業集落排水事業において、より効率的な公営企業会計の執行に努めます。
※ 令和7年2月時点において決まっている内容です。変更等がある場合は改めてお知らせします。

問合せ　総務課（4階）　☎（20）1519　 （20）1602
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マイシティマイシティモバラモバラ

　東部小学校にて、PTAが主催したイベント「逃走中」が行
われ1年生から6年生までの児童251人が参加しました。これ
は子どもたちにチームワークや挑戦心を育ませるとともに、
楽しい思い出を作ってほしいとの思いから企画されたもの。
　子どもたちは、ハンターから逃げ切るスリルを味わいなが
ら校庭を駆け回り、一生懸命ミッションに挑戦。ボランティ
アとして参加した保護者も安全を見守りながらイベントを楽
しみ、大人も子どもも笑顔溢れるひとときを過ごしました。

　市では、映画「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」
の第15回ロケーションジャパン大賞ノミネートと映画の大
ヒットを記念し、ロケ地見学会を開催しました。
　参加者は、物語のカギとなる高校生の百合が1945年の日
本にタイムスリップする防空壕として撮影された野

の

本
もと

隧
ずい

道
どう

（押日1509付近）で撮影時の説明を受けた他、実際に歩い
たり主人公になりきり写真撮影。パネル展示やロケ弁販売
もあり映画の世界観を追体験しました。

▲2月の受賞結果が楽しみです！

▲逃げ切ってミッションクリアするぞ！

1212/8/8

1212/8/8

あの話題作がこの場所で！？あの話題作がこの場所で！？

“どきどき・わくわく”が止まらない“どきどき・わくわく”が止まらない

映画「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」ロケ地見学会

東部小PTAイベント	逃走中

　本納小学校の3年生が地元消防団による出前講座を受講
しました。これは消防団の活動について理解を深め、興味
を持ってもらうために開催されたもの。
　児童たちは消防団が普段どのような活動をしているか学
んだ後、敬礼などの規律訓練や消防車への乗車、ホースの
展張などを体験。地域のために活動している消防団を知る
貴重な機会となりました。

▲小説や辞典、伝記などがずらり

▲力いっぱいホースを展張！

1212/9/9
消防団の活動を体験！消防団の活動を体験！
長生郡市広域市町村圏組合消防団第3支団　出前講座

　東郷小学校にて、児童図書贈呈式が行われました。これは
茂原中央ロータリークラブによる地域貢献活動として、市
内6小学校へそれぞれの希望する児童図書を贈呈したもの。
　図書を受け取った児童代表の山崎聖

しょう

麿
ま

さんは「本が大
好きだからうれしい。今から読むのが楽しみです。大切に
使います」と述べ、贈呈された小説を手に取り目を輝かせ
ました。

1212/9/9
たくさん読んでね！たくさん読んでね！
児童図書贈呈式
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティマイシティモバラモバラ

　「税についての作文」で茂原県税事務所長賞および東京
国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞を受賞した長生郡市
内の中学生が、租税教育の一環として一日茂原県税事務所
長・茂原税務署長に就任しました。
　生徒は訓示や名刺交換を行った後、模擬決裁や差し押さ
えをした自動車のタイヤロックなどさまざまな業務を体
験。初めての業務を立派に務め上げ、税に関する理解を深
めることができました。

　茂原市長寿クラブ連合会は、１年を通じて会員から寄せ
られた48万2,497円を「まごころ募金」として茂原市社会
福祉協議会の「歳末たすけあい運動」へ寄付しました。
　総合市民センターで集まった硬貨や紙幣の仕分けを行っ
た後、茂原市長寿クラブ連合会岩名地会長から茂原市社会
福祉協議会鬼島会長へ目録が贈呈されました。

▲集まった募金は市内の福祉活動に役立てられます

▲タイヤロックに挑戦する冨士見中学校の岡村侑
ゆ き な
南さん

1212/11/11

1212/12/12

今年もたくさんの“まごころ”が集まりました今年もたくさんの“まごころ”が集まりました

現場で学ぶ税の大切さ現場で学ぶ税の大切さ

茂原市長寿クラブ連合会「まごころ募金」を寄付

中学生による一日茂原県税事務所長・茂原税務署長就任

　西小学校の5年生が、自分たちで田植えや収穫を行った
お米の稲わらを使って、しめ飾り作りに挑戦しました。
　わらをねじったり、飾りを付けたりと慣れない作業に苦
戦していましたが、講師である地域の方々の丁寧な指導に
より、一人一つずつ立派なしめ飾りが完成。春から始まっ
た活動の集大成となりました。

　茂原市建設業組合（山﨑忠一組合長）では、地域の保全
活動を通して、高齢化が進んでいる建設業界を若い世代へ
PRするため、茂原公園の清掃活動を実施しました。茂原
市建設業組合員の他、市内の高校生や教職員など、総勢
394人が参加。
　参加者は時折吹く寒風に苦戦しながらも、園内に散乱し
た大量の落ち葉を力を合わせて回収しました。

▲高校生もがんばりました！

▲上手にできたね！

1212/19/19

1212/14/14

新年の願いを込めて新年の願いを込めて

きれいな公園をこれからもきれいな公園をこれからも

しめ飾り作り

茂原公園環境美化活動
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し
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
も
こ
の
妙
見
信
仰
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
ち

ら
は
早
野
の
妙
見
様
と
通
称
さ
れ

る
東
光
寺
の
お
像
で
す
。

　

像
高
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
木
造
・

彩
色
・
玉
眼
。
長
髪
の
童
子
形
で
、

皮か
わ

鎧よ
ろ
いを

着
用
。
左
手
に
は
宝
珠
を
、

右
手
に
は
剣
を
執と

り
、
亀
と
蛇
を

踏
ま
え
て
い
ま
す
（
道
教
の
四
神

の
う
ち
北
方
神
の
玄げ

ん

武ぶ

）。

　

こ
の
姿
は
古
代
以
来
の
も
の
で

は
無
く
、
鎌
倉
時
代
に
千
葉
氏
が

創
案
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
千
葉
氏
は
幕
府
内
の
紛
争

で
、
一
族
崩
壊
の
危
機
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
た
な
精
神

的
支
柱
を
創
っ
て
結
束
を
取
り
戻

そ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
妙
見
像
は
下
総

で
は
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
上
総

に
は
少
な
く
、
所
在
す
る
場
所
は

千
葉
氏
ゆ
か
り
の
土
地
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
茂
原
は
む
し
ろ
上
総
氏

の
勢
力
圏
で
し
た
が
、
ご
存
知
の

よ
う
に
上か

ず

総さ
の

介す
け

広ひ
ろ

常つ
ね

が
源
頼
朝
に

誅ち
ゅ
うさ

れ
て
以
後
、
上
総
氏
は
姻
戚

関
係
を
結
び
、
千
葉
氏
化
し
て
命

脈
を
保
ち
ま
し
た
。
当
像
は
江
戸

時
代
に
降く

だ

っ
て
の
制
作
で
す
が
、

そ
ん
な
上
総
氏
千
葉
氏
化
の
名
残

り
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
も
う
一
体
は
綱
島
浄

法
寺
に
伝
来
し
た
天て

ん

部ぶ

形ぎ
ょ
う

立り
ゅ
う

像ぞ
う

で
す
。

　

像
高
五
四
・
五
セ
ン
チ
、
榧か

や

材ざ
い

の
一
木
造
り
、
素き

地じ

の
像
で
、
面

部
や
腕
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
安
時
代
後
期
に
遡
る
古
仏
で
す
。

不
動
明
王
と
一
対
な
の
で
、
毘
沙

門
天
像
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

あ
る
時
期
に
台
座
が
亀
（
頭
部
欠

失
）
に
改
変
さ
れ
、
妙
見
像
に
擬

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

		

制
作
さ
れ
た
平
安
時
代
後
期
は

上
総
氏
全
盛
の
時
期
で
、
上
総
の

ほ
ぼ
全
域
、
下
総
も
か
な
り
の
部

分
を
勢
力
下
に
お
い
て
い
ま
し
た
。

上
総
氏
の
所
領
に
は
毘
沙
門
天
像

が
多
く
遺
存
し
ま
す
。
浄
法
寺
は

鎌
倉
中
期
に
上
総
介
の
名
跡
を
継

い
だ
角す

田だ

氏
と
関
係
の
深
い
寺
院

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
角
田
氏
も
千

葉
胤た

ね

政ま
さ

の
娘
を
娶め
と

る
な
ど
千
葉
氏

化
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

毘
沙
門
→
妙
見
へ
の
改
変
が
い
つ

時
代
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
に
も
上
総
氏
の
変
遷
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

		

ま
た
、
日
蓮
宗
系
の
寺
院
に
も

妙
見
信
仰
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
中
山
法
華
経
寺
を
庇
護
し
た
九

州
千
葉
氏
の
信
仰
が
展
開
し
た
も

の
で
、
江
戸
時
代
に
は
飯
高
や
小

西
な
ど
日
蓮
宗
の
檀だ

ん

林り
ん（
学
問
所
）

に
祀
ら
れ
た
こ
と
で
全
国
に
広
ま

り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際

は
軍

い
く
さ

神が
み

で
は
な
く
学
問
神
や
運
命

神
と
さ
れ
、
剣
を
下
に
向
け
る
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

茂
原
市
史
調
査
執
筆
委
員

	

濱
名　

徳と
く

順
じ
ゅ
ん

問
合
せ

美
術
館
・
郷
土
資
料
館

☎
�
２
１
３
１　

�
２
１
３
２

▲妙見菩薩立像
早野　東光寺所蔵

▲妙見菩薩立像蛇と亀
早野　東光寺所蔵

▲天部形立像
綱島　浄法寺所蔵
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市民の日 4月1日（H14.5.25制定）

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
が
お
得
で
す

　

振
替
方
法
は
、
翌
月
末
振
替
・

当
月
末
振
替
（
早
割
）・
６
カ
月

前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
の

う
ち
か
ら
選
択
で
き
、
翌
月
末
振

替
以
外
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。
特

に
割
引
額
が
多
い
の
は
２
年
前
納

で
、
２
年
間
で
１
万
６
千
円
程
度

の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
４
月
分
か
ら
前
納
を

希
望
す
る
場
合
は
２
月
末
日
ま
で

に
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
、

預
貯
金
通
帳
、
お
届
け
印

※	

一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
方
は
、
翌
月
末
振
り
替
え
の

み
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

特
定
健
康
診
査
を

�

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
方
を

対
象
に
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂

質
異
常
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
か
ら
だ
の
状
態
を
理
解
し
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
良
い
機
会
で

す
の
で
、
毎
年
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
７
年
度
は
５
月
か
ら
開
始

す
る
予
定
で
す
。
対
象
者
に
は
、

２
月
下
旬
～
３
月
下
旬
の
間
に
受

診
希
望
の
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
記
入
の
上
、
返
送
を
お
願

い
し
ま
す
。
日
程
・
会
場
な
ど
は

決
ま
り
次
第
、
広
報
も
ば
ら
・
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
自
治
会
回

覧
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
特
定

健
康
診
査
に
代
え
て
短
期
人
間

ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
助
成
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、

市
へ
の
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　

⒇
１
６
０
０

も
ば
ら
活
性
肥
料（
乾
燥
汚
泥
）

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
か
ら

発
生
す
る
脱
水
汚
泥
を
水
分
率

15
％
以
下
に
乾
燥
し
、
細
粒
状
に

し
た
も
の
を
無
料
配
布
し
て
い
ま

す
。
草
花
、
庭
木
、
農
作
物
な
ど

の
肥
料
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
配
布
日
時

　

毎
月
第
３
水
曜
日
13
時
～
16
時

◆
配
布
場
所

　

東
郷
第
一
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
六
ツ
野
２
９
６
４
－
１
）

◆
配
布
分
量

　

１
人
当
た
り
土
の
う
袋
２
袋

（
１
袋
約
12
㎏
）

※	

在
庫
状
況
に
よ
り
調
整
し
て
配
布

※	

在
庫
不
足
で
配
布
で
き
な
い
場

合
は
翌
月
に
な
り
ま
す
。

◆
肥
料
の
種
類　
し
尿
汚
泥
肥
料

問
農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６　

⒇
１
６
０
４

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

�
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

国
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
地
震

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
備

え
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
次

の
と
お
り
放
送
さ
れ
ま
す
。
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
12
日
㊌
（
11
時
頃
）

◆
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

　
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
も
ば

ら
で
す
」

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※	

国
の
判
断
に
よ
り
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
�
７
５
８
０　

⒇
１
６
０
２

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
自
衛
官

候
補
生
等
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
種
目

・	

自
衛
官
候
補
生

・	

一
般
曹
候
補
生

・	

幹
部
候
補
生
（
一
般
要
員
（
大　

卒
程
度
試
験
・
院
卒
者
試
験
））

・	

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

・	

防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
・
総

合
選
抜
・
一
般
）	

※	

各
募
集
種
目
ご
と
に
年
齢
・
資

格
等
の
要
件
あ
り

　

受
付
期
間
、試
験
期
日
等
、詳
し

く
は
、
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本

部
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
音
楽
放

送（
夕
焼
け
小
焼
け
）が
17
時
に

変
わ
り
ま
す

　

２
月
１
日
よ
り
放
送
時
間
を
16

時
か
ら
17
時
に
変
更
し
て
放
送
し

ま
す
。

問
防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
�
７
５
８
０　

⒇
１
６
０
２

子
ど
も
医
療
費
助
成
（
高
校
生

を
含
む
）
の
償
還
払
い
は
２
年

以
内
に
申
請
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
を

使
わ
ず
に
医
療
機
関
で
支
払
い
を

し
た
場
合
、
償
還
払
い
（
払
い
戻

し
）
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、領
収
日
の
翌
日
か
ら
２
年

経
過
す
る
と
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※	

マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
提
示
せ
ず

全
額
（
10
割
）
負
担
し
た
場
合

や
、
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付

に
該
当
す
る
場
合
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
組
合
等
か
ら

の
支
給
決
定
通
知
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て

支
援
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
子
育
て
支
援
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
７
３　

⒇
１
６
０
６

▲Ｘ

▲ＨＰ
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国
勢
調
査
調
査
員
募
集
中
！

　

茂
原
市
で
は
令
和
７
年
国
勢
調

査
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
政

策
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　

⒇
１
６
０
３

南
中
学
校
・
早
野
中
学
校
統
合

準
備
委
員
会
の
協
議
状
況
が
確

認
で
き
ま
す

　

令
和
６
年
８
月
か
ら
、
統
合
に

向
け
た
具
体
的
な
準
備
を
進
め
る

た
め
、
両
校
の
保
護
者
、
地
域
住

民
お
よ
び
教
職
員
の
代
表
で
構
成

す
る
「
統
合
準
備
委
員
会
」
を
設

置
し
、
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
南
中
学
校
・
早
野
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
受
け
継
が
れ
、

両
校
の
生
徒
が
共
に
安
心
し
て
新

し
い
学
校
生
活
に
移
行
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

詳
し
い
協
議
状
況
に
つ
い
て
は
、

教
育
総
務
課
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
７　

⒇
１
６
０
７

在
宅
で
寝
た
き
り
の
方
な
ど
へ

歯
科
保
健
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す

　

市
で
は
、
茂
原
市
長
生
郡
歯
科

医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
寝
た
き

り
や
体
が
不
自
由
で
外
出
で
き
ず
、

歯
科
健
診
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
方
に
、
在
宅
訪
問
歯
科
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
口
腔
内
の
衛
生

状
態
を
改
善
し
、
口
腔
機
能
の
維

持
・
回
復
だ
け
で
な
く
、
全
身
的

な
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
対
象

①
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方

②
障
害
な
ど
に
よ
り
外
出
困
難
な
方

※	

①
・
②
と
も
介
護
保
険
法
に
よ

る
歯
科
部
門
の
居
宅
療
養
管
理

指
導
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
方
お
よ
び
施
設
入
所
者
は
除

き
ま
す
。

◆
内
容

・	

口
腔
内
清
掃
お
よ
び
義
歯
清
掃

な
ど
の
歯
科
保
健
指
導

・	

歯
周
疾
患
、
む
し
歯
な
ど
に
対

す
る
応
急
処
置

・	

往
診
歯
科
医
療
の
必
要
性
の
把
握

※	

市
内
の
協
力
歯
科
医
師
が
訪
問

し
ま
す
。

◆
費
用

　

無
料
（
１
年
に
１
回
限
り
）

※	

以
後
の
治
療
が
必
要
な
場
合
は

保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５　

�
１
８
６
５

令
和
６
・
７
・
８
年
度
（
追
加
）

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受

け
付
け
ま
す

◆
受
付
期
間

　

２
月
10
日
㊊
～
３
月
10
日
㊊

（
必
着
）

◆
申
請
方
法　
郵
送

◆
有
効
期
間

　

令
和
７
年
６
月
１
日
～
令
和
９

年
５
月
31
日

◆
申
請
様
式
等

　

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手

【
申
請
・
問
合
せ
】

〒
２
９
７
－
０
０
３
５

茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課
管
財
係

☎
�
０
１
０
７

	

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

	

▼
市
内
小
中
学
校
へ

Ｏ
Ｇ
Ｉ	

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル

５
０
０
㎖
×
７
２
０
０
本
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
60
㎖
×

６
万
４
８
０
０
本
）

▼
東
郷
小
学
校
、
豊
田
小
学
校
、

茂
原
小
学
校
、
西
小
学
校
、
五
郷

小
学
校
、
鶴
枝
小
学
校
へ

茂
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

会
長　

飛
留
間　

和
紀

	

（
児
童
図
書
）

新しい農地利用最適化推進 
委員が決まりました

　１月14日付けで、農業委員
会から農地利用最適化推進委員
が委嘱されました。

加藤　古志郎
東郷地区

問合せ�
農業委員会事務局（６階）�
☎（20）1530　 （20）1604

▼
豊
岡
小
学
校
へ

中
村　

英
俊

（
液
晶
テ
レ
ビ
65
型
３
台
、
移
動

式
ス
タ
ン
ド
３
台
）

▼
東
郷
小
学
校
へ

株
式
会
社
小
沢
工
務
店

（
テ
ト
ロ
ン
万
国
旗
連
結
式
ワ
イ

ド
２
個
）

▼
鶴
枝
小
学
校
へ

金
坂
医
院　
（
図
書
カ
ー
ド
20
枚
）

株
式
会
社
小
沢
工
務
店

（
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
）

▼
新
茂
原
幼
稚
園
へ

株
式
会
社
小
沢
工
務
店

（
ら
く
ら
く
サ
ン
ド
ウ
ェ
イ
ト
４
つ
）
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Life InformationLife Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

今月の納期
●固定資産税・都市計画税（第4期）
●国民健康保険税（第8期）
■納期限は、2月28日㊎です。

問合せ　収税課（2階）☎（20）1578　 （20）1609

※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※地方税統一ＱＲコード（eL-QR）を利用した納付もできます。
詳しくは「地方税お支払サイト」でご確認ください。

※納め忘れのない便利な口座振替もぜひご利用ください。

「地方税お支払サイト」
 https://www.payment.eltax.lta.go.jp/

介護保険の保険証を交付

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に

問合せ　高齢者支援課（２階）☎（20）1572　 （20）1610

問合せ　国保年金課（2階）☎（20）1503　 （20）1600

　満65歳になる方（昭和35年2月2日～昭和35年3月1日
生）は、第1号被保険者の資格取得となります。2月20日
ごろまでに保険証（被保険者証）を郵送します。

　満75歳になる方（昭和25年3月2日～昭和25年4月1
日生）は、現在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日か
ら後期高齢者医療制度に加入することとなります。今月
末までに資格確認書を郵送します。

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）2月13日㊍・25日㊋　13時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 2月28日㊎　10時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 2月10日㊊　13時〜 16時／場所＝市役所5階504会議室
2月27日㊍　13時〜 16時／本納公民館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■心配ごと相談 毎週水曜日　9時30分〜 11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■無料法律相談 （要電話予約）2月26日㊌　13時〜 16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■健康相談 毎週木曜日　13時〜 16時／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511
■シニアの
　健康・栄養相談

（要電話予約）2月3日㊊、3月3日㊊　13時〜 16時／対象＝75歳以上
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■歯科相談
・栄養相談

（要電話予約）2月3日㊊、3月3日㊊　10時〜16時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）2月12日㊌　9時10分〜 12時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■6か月児乳児相談 2月13日㊍（令和6年8月生）／対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■1歳6か月児健康診査 2月4日㊋（令和5年8月生）／対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■2歳児歯科健康診査 2月6日㊍（令和4年8月〜 9月生）／時間・内容が変則的です。 対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター（8階）☎（20）1573

■3歳児健康診査 2月5日㊌（令和3年8月生）／対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■こころの
　健康相談

（要電話予約）2月17日㊊　9時30分、 10時45分、 13時15分、 14時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�子育て相談
　（予約制）

2月3日㊊・28日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

2月3日㊊・14日㊎・28日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）相談専用電話☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支
援センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括
支援センター☎（36）2123 ※本納地区高齢者相談会＝2月6日㊍／場所＝本納公民館1階相談室

■長生保健所
（※太字は予約制）

HIV抗体検査、エイズ相談、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌
検査（検便）、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510
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ト
ン
べ
イ
・
集
募
員
会

【
原
稿
提
出
・
問
合
せ
】

秘
書
広
報
課
（
３
階
）

kouhou@
city.m

obara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
１
２　

⒇
１
６
０
１

イ
ベ
ン
ト

会
員
募
集

名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 茂原絵画同好会 第1・3木曜日 13時～ 16時
絵画基礎講座、鉛筆デッサンから油絵の大作まで自
由制作、初心者には基本から教えます／対象＝一般
／費用＝月3,000円（入会金1,000円）

総合市民センター ☎090（2768）8847
岩瀬

① 結婚相談所
サンクフル

2月1日㊏・5日
㊌・9日㊐・12
日㊌・15日㊏・
19日㊌・26日
㊌

13時～ 18時
（最終受付17時）

ご自身や独身のお子さんをお持ちの親御さんの結婚
相談会。まずは気軽に婚活アドバイザーに話をして
みませんか？※駐車場あり／費用無料／申込不要

大網白里アリーナ
（大網白里市上貝塚
160）

☎070（2190）2810
なめき

② 糖尿病教室 2月6日㊍ 14時～ 15時
糖尿病治療に必要な知識を学ぶ教室を開催します。
お気軽にご参加ください／対象＝糖尿病治療・予防
に関心のある方／費用無料／申込不要 東千葉メディカル

センター 2階講堂
（東金市丘山台3丁
目6-2）

☎0475（50）1199
東千葉メディカル
センター

③
第30回東千葉メディ
カルセンター市民公
開講座

2月20日㊍ 15時～ 16時
演目＝咳の治療～原因と対応～／演者＝東千葉メ
ディカルセンター呼吸器内科 医長 江間 亮吾 医師
／対象＝一般／申込不要

④ 骨董がらくた市と
フリーマーケット

2月8日㊏・
22日㊏ 8時～ 13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090（4950）6193

小曽根

⑤ いちご大福作り 2月9日㊐ 13時～ 16時
楽しく作ろう！おいしいいちご大福（できたいちご
大福は持ち帰り）／対象＝一般／定員＝30人／費用
＝500円（材料・保険代含む）

総合市民センター
☎090（3478）2671
茂原市レクリエー
ション協会　石井

⑥
音楽ボランティア
たんぽぽの会
第21回レクチャー

2月9日㊐ 14時～ 16時30分
古関裕而の生涯と名曲の数々その2 ／ピアニスト＝
片岡久美子／対象＝一般／費用＝参加費500円、資
料代500円／要申込

総合市民センター ☎080（5439）9474
新村

⑦ ちえの和
「ほほえみ」 2月20日㊍ 10時～

幸せな考え方で心を軽くする座談会。2月のテーマ：
幸せになるためにしていることはありますか？／対
象＝一般／費用無料

市役所1階 ☎090（8432）6707
村瀬

⑧
介護教室
認知症に対応する
食事形態

2月22日㊏ 14時～ 15時
（受付13時30分～）

認知症の症状および認知症に対応する食事形態につ
いて／対象＝一般／定員＝20人／費用無料

第二長生共楽園
ひめはる

☎（22）1888
長生共楽園

⑨
ぐるっと長生き
フェスタ2025
in 長南町

3月2日㊐
（小雨決行）

10時～ 16時
（受付9時～）

長南町を巡るウォーキング約10㎞／対象＝一般／定
員＝100人（申込順）／費用＝3,500円（当日集金）、
ストックレンタル料500円（希望者のみ）／申込期
間＝1月27日㊊～ 2月17日㊊／申込方法＝要問合せ

（土日・祝日を除く）

長南町役場発着
（野見金公園、
笠森観音など）

☎（46）3397
長生地域観光連盟
事務局（長南町役
場産業振興課）

⑩
第12回もばら美術館
コンサート マリンバ
デュオの心躍るマリ
ンバの世界へ

3月8日㊏ 13時開演
「四季」より春 第1楽章、トルコ行進曲 ジャズver、アフ
リカンブルース 他（プログラムは1時間ほどです）／マリ
ンバ＝山田 千夏、森 美咲／入場無料

美術館・郷土資料館
☎090（7180）1962
茂原市音楽協会
竹本

⑪ 第11回藻の原茶会 3月8日㊏
10時30分～ 12時

（午前の部）
14時～ 15時

（午後の部）

早春のひとときを名画と音楽と一服のお茶でお楽し
みください。午前中はお茶席に余裕がありますので、
ゆっくり召し上がれます／費用＝1席500円

美術館・郷土資料館
☎090（5790）7586
茂原市茶道協会
林

⑫ 第13回
春民謡の集い 3月16日㊐ 10時～

（9時30分開場） 民謡の集い／費用無料 東部台文化会館 ☎（23）2576　田中

⑬ ポリテクセンター
君津

ポリテクセンター君津は国が設置・運営する公共職業訓練施設です。求職中の方々が再
就職に有利となる専門的な知識や技能を習得するための職業訓練を無料で行っています
／詳しくは、ウェブサイト（https://www3.jeed.go.jp/kimitsu/poly/）をご覧ください。

ポリテクセンター
君津

（君津市坂田428）

☎0439（57）6313
ポリテクセンター
君津　訓練課

⑭ 第49回ちびっこ
探険学校ヨロン島

沖縄に近い南の島「ヨロン島」のサンゴ礁の海と美しい自然の中で、全国から参加する
仲間（日本人・外国人）との民宿での共同生活や、さまざまな野外活動（海水浴、イカ
ダ作り＆イカダこぎ、さとうきび絞り、洞窟探険など）を通して言葉や習慣の違いを乗
り越え、友達作りの楽しさ（コミュニケーション力）を知り友情を深め、お互いに協力
し助け合い（協調性）、積極的にチャレンジする心（自主性）や国際感覚を養います／期
間＝3月26日㊌～ 4月1日㊋／定員＝日本人小学生120人、外国人小学生70人（2月末時点
で小学2年生～ 6年生）／申込期限＝3月5日㊌まで（申込順）／説明会等詳しくはウェブ
ページ（http://www.kskk.or.jp）をご覧ください。

鹿児島県大島郡
与論町

☎ 03（6825）3130
公益財団法人
国際青少年研修協会

お
願
い

●原稿の提出期限を守ってください。期限後の提出はお断りする場合があります。（4月1日号　原稿締切2月17日㊊）
●原稿の内容は簡潔にし、連絡先は日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集の掲載は年間2回までです。対象は市内公共施設等で活動している団体、茂原市認定市民活動団体です。
●主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載できません。
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
　
歌

会
話
よ
り
ス
マ
ホ
に
頼
る
こ
の
世
の
暮
し

	

向
う
三
軒
皆
な
静
か	

関　
　

武
雄　
　

す
す
き
の
穂
小
寒
い
風
に
揺
れ
な
が
ら

	

夕
日
に
染
ま
り
今
日
も
暮
れ
ゆ
く	

今
田　

秀
子　
　

北
ア
ル
プ
ス
晴
れ
の
日
に
見
る
雪
模
様

	

蒔
絵
の
如
く
美
し
さ
の
み	

秋
葉　

智
惠
子　

恵
方
ま
き
年
神
様
は
西
南
西

	

今
年
も
食
べ
ま
し
ょ
幸
運
願
い	

時
女　

礼
子　
　

外
房
の
花
の
丘
よ
り
見
下
ろ
せ
ば

	

波
光
煌
め
く
初
旅
の
朝	

山
本　

明
美　
　

俳
　
句

春
近
し
庭
ま
く
水
の
あ
た
た
か
さ	

御
園
生　

富
美
江

波
静
か
冬
の
七
夕
天
の
川	

渡
辺　

通　
　
　

川
　
柳

米
寿
来
て
余
生
の
夢
を
絞
り
込
み	

福
田　

研
治　
　

偏
西
風
世
の
歴
史
を
も
蛇
行
さ
せ	

高
山　

英
子　
　

目
が
か
ゆ
い
も
う
す
ぐ
立
春
花
粉
症	

横
田　
　

清　
　

新
聞
を
眼
鏡
上
げ
下
げ
読
む
炬
燵	

村
杉　

千
惠
子　

豆
で
討
て
闇
バ
イ
ト
使
う
鬼
ど
も
を	

木
原　

一
成　
　

●偶数月は「●偶数月は「短歌・短歌・俳句・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。俳句・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。作品・氏名にふりがなをふってください。
※※俳句、短歌、川柳の原稿送付先俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511　茂原市道表1番地　茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。　〒297-8511　茂原市道表1番地　茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。
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心
当
た
り
の
な
い
電
話
番
号
か

ら
の
着
信
が
あ
り
、
対
応
に
困
っ

た
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
怪

し
い
勧
誘
や
詐
欺
の
可
能
性
を
考

え
る
と
、
電
話
に
出
る
か
迷
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

最
近
は
着
信
表
示
が
「+

81
」

で
始
ま
る
も
の
や
国
際
電
話
と
思

わ
れ
る
も
の
、
電
話
に
出
る
と
自

動
音
声
が
流
れ
る
も
の
な
ど
不
審

な
電
話
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
事
例
１
】

　

見
知
ら
ぬ
着
信
が
あ
り
電
話
を

取
る
と
、
総
務
省
を
名
乗
り
「
こ

の
電
話
は
２
時
間
後
に
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
お
つ
な
ぎ
を
ご
希
望
の
方
は
１

を
押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
自
動
音

声
が
流
れ
、
１
番
を
押
し
た
ら
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
出
て
氏
名
や
生
年

月
日
と
い
っ
た
個
人
情
報
を
尋
ね

ら
れ
慌
て
て
切
電
し
た
。

【
事
例
２
】

　

ス
マ
ホ
に
「+

81
」
で
始
ま
る

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
電
話
に

出
た
と
こ
ろ
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
の
料
金
が
２
カ
月
間
未
納
と

な
っ
て
い
ま
す
。
氏
名
と
住
所
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
慌

て
て
答
え
て
し
ま
っ
た
。
途
中
で

電
話
が
切
れ
て
し
ま
い
、
か
け
直

し
た
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
加

入
の
通
信
業
者
に
確
認
し
た
が
未

納
料
金
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
伝

え
て
し
ま
っ
た
個
人
情
報
を
悪
用

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で

あ
る
。

◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

・	

総
務
省
が
通
信
を
停
止
す
る
こ

と
に
関
し
て
、
個
人
に
電
話
を

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

	

ま
た
総
務
省
だ
け
で
な
く
、
国

の
機
関
や
通
信
業
者
を
名
乗
る

派
生
型
も
存
在
し
ま
す
。

・	

発
信
者
の
電
話
番
号
も
携
帯
か

ら
国
際
電
話
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
こ
れ
ら
は
金
銭
の
搾
取
等

を
目
的
と
し
た
特
殊
詐
欺
の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
着

信
や
留
守
電
が
入
っ
た
と
し
て

も
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

・	

知
ら
な
い
電
話
番
号
か
ら
の
着

信
に
は
出
な
い
、
電
話
を
か
け

直
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
伝
え

て
し
ま
っ
た
個
人
情
報
を
取

り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
不
審
な
メ
ー
ル
や

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
開
い

た
り
、
不
審
な
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク

セ
ス
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・	

海
外
と
の
電
話
が
不
要
な
人
は
、

国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
め
ば
、
海
外
と

の
発
着
信
を
無
償
で
休
止
で
き

ま
す
。

※
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
２
１
０
）３
６
４

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

見
知
ら
ぬ
着
信
に
は

気
を
付
け
て
！

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

☎
⒇
１
１
０
１　

⒇
１
６
０
０

+81-XXX-XXXXX
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info@
city.m

obara.chiba.jp

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。

今月の日曜開庁 2月23日㊐㊗  8時30分〜 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所 ☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502

※�一部取り扱えない業務もありますので、
詳しくはお問い合わせください。

【人口と世帯数】� 令和7年１月１日現在
●総人口　85,861人 ●世帯数　42,158世帯
●　男　　42,487人 ●　女　　43,374人
【12月中の動き】
●転入� 207人 ●転出� 180人 ●出生� 30人 ●死亡� 120人☎0

（通話無料）
120（4

しみんは

38）1
1

1
1

9
9

防災行政無線が再確認できます

登 録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　 （20）1602
※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを

ご利用ください

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている
手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

日曜・休日当番医 診療時間　9時〜 17時

《内科系》 《外科系》

2月� 2日㊐ 藤島クリニック
☎（47）3056

宍 倉 病 院
☎（24）2171

2月� 9日㊐ 君 塚 病 院
☎（25）1811

宍 倉 病 院
☎（24）2171

2月11日㊋㊗ 三 上 ク リ ニ ッ ク
☎（30）3733

菅 原 病 院
☎（25）1171

2月16日㊐ 牧 野 医 院
☎（24）2222

清 水 三 郎 医 院
☎（25）0776

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、（25）8448へお問い合わせください。

いきいき仲間たちいきいき仲間たち
令和6年度全国高等学校

総合体育大会新体操競技
女子団体 優勝 磯野 未

み

來
く

さん

努力は裏切らない！

▲インターハイでの集合写真（磯野さん：写真右から3人目）

　皆さんは、当時全日本ジュニア新体操選手権大会女
子団体で金メダルを獲得し「2022年広報もばら2月1日
号いきいき仲間たち」で紹介した磯野未來さんを覚え
ていますか？その磯野さんが、今度は令和6年度全国
高等学校総合体育大会（インターハイ）新体操競技の
女子団体に出場。主将としてチームをまとめ、再び金
メダルを獲得しました。
　磯野さんは、所属する東金高等学校新体操部やクラ
ブチームで平日4時間、休日は8時間とハードな練習を
こなし、休みの日でもストレッチなど体のメンテナン
スを欠かさないそうです。そんな新体操にストイック
に取り組む磯野さんには主将としてチームをけん引す
る役割もあります。「一人一人の考え方が違う中で、
チームをまとめるのが難しかった。意識したのはま
ず自分が行動し、背中で見せること。そしてチームメ
イトの性格や場面に応じた声掛けをするようにしまし
た」と心掛けたことを教えてくれました。
　そして最後の学年を迎えた今年度、レベルの高い千

葉県の総合体育大会を勝ち進み、インターハイに出場。
今までの厳しい練習や主将としての努力が実を結び、
見事優勝という快挙を成し遂げました。「千葉県の代
表として出場したのでプレッシャーが大きかったけれ
ど、自分たちがやってきたことを信じ、演技や会場の
雰囲気を楽しむことを意識しました。優勝できるか不
安な気持ちが大きかったので喜びよりも驚きが一番で
した」と笑顔を見せました。また、「3年前の大会はコ
ロナ禍で無観客での演技だったけれど、今回は多くの
声援が届き、大きな力になりました。ありがとうござ
いました」と応援してくれた人達への感謝の気持ちを
述べました。
　今後は大学で競技を続ける磯野さん。「進学先は新
体操の強豪校なので、部員数が多く、試合に出るまで
が大変。まずは学内の選考を勝ち抜き、大会に出場で
きるよう自分に厳しく練習します」と意気込むその表
情から、さらなる活躍を期待せずにはいられません。
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